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　プエルト、）コで広、ノく々がどのような生’活が営んでいうか、ヤ：：れな経回生

活畑中．勘にして瞬らカ・にしていく・のが、この三三の固詑であ・ろゼ

　けだし回忌蓉が終局的な閑肥を有すろ各地琢におけ有回向の各様の社を生

濡のあのオぱ、経i瘡留L度のあり方によって相：回しているかうであろゼ、

　プエルトリコぱ∴カリブ益の小島であるが・そ二1二は；自然餌に毛人文鮒ヒ

毛島余体と：しての楓性．ヒ，ならんで，島の内部での二様’陛で畜回して、謬概に

一蜘ヒしてしまう二とばできないが、ご二でば主どして錫三体とし初回性

をとり楓うヒとどめた．今日みわれる島め樹生一三の中心としての綴薫鰯幽

性一という毛の嫉．嬬が宅毎らさ飢毎，諮鱗やその繊董程をみる羽て主

あて鮒うかにさ老畜が．い：；｝窄むらの寧ぱ5く二三の入！での三三のパ1曽ク壮な脅て

いる島の維蒼礁造逡明らか1くずち上で二本鰍ニノ支瞬で虜ろ二とヒろで三白の

五ルト1）コの縫蒼地壇盤の二念よ、ビの稗dて三三た0であろう鵜そ

、力砿”地喫の註矯三二とゼ才し1二思いて県体鮪な発現鰺態なとろ臼三条麟ゲ導

の耀互禽運的把握によって硬鮮：さ；れろであろク，即ち，島が遇三三老、’舘にわ

たって綴験し勧スパゴア重商ま叢乙次、、庖フメリカ齢三三め姻脈よ

つてゼの言言的気展の下で雇職した勲記性律物への辱飼比，そ勉が今回めプ

エ1レト｝アコの経齎地域性であろ。ここで広．’この旅なエプルト｝｝コの：地：域性

璃威鋸程は：縦済溌展突にどど’め、三廻ぽあく迄・も今日のエプルトりコ：にあい

た，今旧エフ・1レトりぱ逼二人ロや矢禁の同顯等非常K四刻な向露を『抱えて

いうるそれ1よ単にプエ｝しトリコと．いう特殊な島の薗題のみでなく米趨という

大黄本主勧三二二三にあって現イヤの賛本三三三三のぞ躯三富に体麗し

てし1弓県｛然例の一つに鼠かな・らないσ

八王子盆地の地形と土地利用

古　川　贔　子9

　地彰と太逝剥用が三三課題となったこの準葡に於て、その構威は次め回り

であろ，虐Pち，送んだ：地域が1概；ねどの株な場；拶rか・をしる為、
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矛一一章．慨説ど乙、その中K尻イ立置枝ぴ・交通．4気心　o地絹　誕歴突及び

獅政．4涯叢の各二二を含めた，身二章：．地形には．認地形概説　ゑ高地三

面の対比　託地回と二三刺贋の肉保奪：を書き、r＊ち童．土地利屠とみて．回

始めに・よ地三綱の概遊君農紫上土地利用，0土地馴順の笈北嘱近郊農
紺的性二等を内溶と：した。（君）につUてば三二を中島に考え，／揮村旅物劉

エ塒1回状粍2よ二三二三・㍑，3農漿用水4縫宮‡地面椥、らみた
各地区の特・、3農象横：威からみた八二三霧蒙奪に分けて分＃「を試み　r〆）ぐ

　ば，　ん三三i言入、2二二貝の草入、．3，農：耽転用『状況等か，ら，その、性．格を理騨

　しょうとした，そして濯，まとめにあいて今穣の児：回し衣，考えて畝た，璽にゾ

八王写近傍4）天然色察中垣易し未だ一般蜘．実用北はなされてなしりがあった

｛のでラトー：田章と＝して天然色室中写眞につし、’て。　侃ヲミ夷ミ琶航座払輿の概璽、4・釆

然色航三二眞の魍三三、を二けた，

　方法は：、地形に関してぱ航三二輿による分嶺の緩，現地ぎ歩いて確かめ．

或いぱ付け加え域い1よ訂正して地形区分の図を蕗温し、各地形密にポーリン

グを行った．土：三二甲についてもよ蛇剥照図三三、の綴，i旧地ピの照’合を4〒い

地形と士地利用の郎係：をみる傷合、4伽侃のメフシュによつ：て各面上の二合

を読んだ．更に：：と湯剥用・での他につむ｝てばできる二つ，読計を集め．奪度刷、

地域二種翔踏比藪検認した。その撮物軌にして比率禎算した物が

多い。なお天山鼠室三二眞については：、それに．つし｝ての知識を得うと悶時｝（、

地溜区分に大いに彼立った。

　》く上の如くして塀：ら飢た内容ぱ蔚よ冒そ次の如き物である．

ナい章．回忌平野の面廟隅一二二ぬ地康奮点てあり比職乙吉くから拓けた孫

｛分・周りを二二に囲まれ，盆地府を五本の川が流れろ・ここぜ扱ったの体まに

盆地奮駕であ弓が．八二二1ま丈瀬の要地でもあり、｝旨二二な中心ヒ：消費釣傾

殉の旧い鋳であろ。大きさでいえば三下芳一位の甫で伝：統の櫻業が登んであ

る，谷庫平野双外ぱ二二口「ムに覆われていろ。

茅二童・丘陵部・ぬ麓緩斜面、上位　綬虹，ヰ～二段血　下位稜血、叢下位段血、

丘底平野面のとツの：地形面が区分さ：れた，’屑れ毛表霞導、その女流によって輝

られた物で、三二三野の：地の面に対比すろなら、上位段血が下湯吉富中気〃

武三野臨下位翁立川面、畢下位一点嗣瀬K相当させ腐ろ物と考えられな。

却似タ隊すべて1神話沢下の・二二あろが受れら面面台地面を深
／く｛2へ3伽♪刻んぐいろ。血陵榔の谷底にあいて泥崖を形戒してeるのが

みられろ。段立の二二1ま所によって異うが、上位激中位のそれ広／ρんノ参例、

下位段血のヤ液ぱ面部で／伽以下＝東の谷鷹平野ヒ接すづ二分で｝よ49η位で
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あろ，最下位段仁1よ二次性のロームを誠せる。

オ三四丘蜘よ主に慮であうが斜面耕ゐ矯獅あれてい観上位の段釦ま心嚢

が主に旅られ多畑であり、中位段宜ば三三でぱ公共旧地里也として利用さ丸

で踊力唖部で脚である・下鰍瓦1繍、徽倣鋤・あろが切嬬ぱ
薩某豚中心の畑である，戦前’は殆んどi桑畑であったのに今『 ｮ凄（1’く僅であろ。

その他土地利用での特微は水計下向であ砲陵穗かう水稲への切餐が術わ

〆ω乱何といって右回王与φ米禽ぱ谷底平野面た射ヒ三三三三であ

多・煮慈農塚の増加ば奢しし｝領向であり，誉榔圏整騰に二つで増喫三三され『

多であろう・坂畜膝入中乳用牛の堰加力・噛立つが，明三三の存在毛相族っ

て，酪農が併せ応われれば・綴業合’下北への一歩乙なろう。、冒その他三三への

縣河・も．著しい。

矛戯章’系然弔客良で最右有勧に照い」うれる一と今度短っだの底土色である、

ゼれによって高度差の瞬瞭でない相異ろ地二面の区分が三三であった，

小櫃川下流域の地形と土地利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　山　泰　子

1　地域の概観

　小櫃｝｝は房総半畠の」〔陵に］三三発し東京湾に灘れて1る三三り

の中の一つであろ・ここでとり卸ヂろ下流域剛よ小櫃川が彩つくる・1・平野の

標高ち八〃フη，ン三下・り」部分であろ。車・野の脅此を限るのぱ両三弛の蔭二郎に当

ろ覇分でありニの台地の地質ぱ洪積笹砂層の成田層衣基盤巳し、その上K閃

東下ニムをのせてeる．・臆下平野四三三主解野がそうであろよ

うに・零丁堆濱面が旧地忙した隆起海・岸平野に属すろ，㊧，中野尊正著r日

初韓」調査繊1蜥政鰍て劇震ぽ鞭翻礪し、その産業綴滴
下に主力がやそがれていうが副蒙としての水産票（特に海苔、頁類）三二婁

であ．ろ。

π　：地　形

調査輝繭乎轡型であろ二丁・癩嘩として鰻願噸つた，
ここに表れた局轍肱株木状滉ば徴地形を分類すち切回てさえなる。写三

三剃継麺（主に撮読購！診蘇罐飢て地回鞭を偏。
区・分された地形1一般平野厨、旧耐竣，洪三三砂州、綾肯虚也．三焦二二台廻）

本地域の地形的特色

沈・小樋厭路Ol激←い疫遷養蘇す旧河燈の断盗が訳山みられろ李・，
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